
みらい 子育みらい 子育てて
ステステップアップップアップ予予算算

令和４年度

令和3年度予算では、令和2年11月に行なった「デジタルファースト
宣言」をもとに、デジタル技術の活用をした「新しい三原に向かって
よーいドン！予算」としました。令和4年度は、「よーいドン！」から
ステップアップし、さらなる飛躍(ジャンプ)をめざします。

市税（28.4%）
137億1,923万2千円

人件費（17.3%）
83億5,961万4千円

扶助費（19.3%）
93億4,061万8千円

公債費（14.4%）
69億5,976万1千円

地方譲与税（1.0%）
4億7,669万円
県支出金（7.0%）
34億1,551万2千円

その他（13.5%）
64億9,967万1千円

維持補修費（1.1%）
5億3,202万2千円

補助費等（11.1%）
53億6,085万2千円
物件費（10.5%）
50億9,235万6千円

災害復旧事業費（2.5%）
12億2,880万円

普通建設事業費（10.3%）
49億8,930万6千円

その他（5.5%）
26億4,845万4千円

市債（8.8%）
42億8,290万円
国庫支出金（13.8%）
66億8,042万3千円 地方交付税（24.8%）

119億7,300万円

諸収入（4.6%）
22億2,939万4千円

使用料・分担金（3.0%）
14億6,485万4千円 

財産収入（0.6%）
2億8,930万5千円

寄付金、繰入金、繰越金
（2.5%）
11億8,323万6千円

※その他は、利子割交付金、配当割交付金、株
式等譲渡所得割交付金、法人事業税交付金、
地方消費税交付金、ゴルフ場利用税交付金、
自動車税環境性能割交付金、地方特例交付
金、交通安全対策特別交付金です。

※その他は、積立金、出資金、
貸付金、繰出金です。

令和3年度　一般会計予算額

474億2,000万円

令和4年度　一般会計予算額

483億6,300万円

昨年度から
9億4,300万円の増額（約２％）
コロナからの回復見込み、2年ぶりの増額編成。➡ 市■■HP

市長の施政方針は
市■■HPに

掲載しています。

グラフから見る令和4年度の市の予算！
MIHARA YOSAN 2022

一 般 会 計 歳 入

一 般 会 計 歳 出（ 性 質 別・目 的 別 ）

歳 入
483億

6,300万円

自主財源自主財源
39.1%39.1%

依存財源依存財源
60.9%60.9%

前年度比約２％増。税収は回復見込み

歳出は、経済的性質で分類した「性質別歳出」と行政の目的
別に分類した「目的別歳出」のそれぞれで内訳を表します。

【 扶助費 】
子どもや高齢者などを支える福祉
に係る費用

【 人件費 】
市職員の給与や議員報酬など

【 公債費 】
市が国や銀行などから借りたお金
の返済

【 民生費 】
子育てや高齢者などの福祉サービス

【 総務費 】
戸籍・住民登録、地域振興、選挙など

【 衛生費 】
健康増進、疾病予防、環境対策など

全体で6.2％の
増収見込み。

臨時財政対策債
の借り入れ額が
大幅減額。

ポポロの舞台改修
や市営宮沖住宅の
建て替えなど。

昨夏の大雨
の被災によ
り、7.9％増。

性質別歳出性質別歳出

目的別歳出目的別歳出

483億
6,300万円

483億
6,300万円

義務的経費義務的経費
51.0%51.0%

投資的経費投資的経費
12.8%12.8%

その他経費その他経費
36.2%36.2%

総務費（11.0%）
53億2,188万円

民生費（33.3%）
161億25万8千円

衛生費（5.1%）
24億5,216万円
労働費（0.5%）
2億5,340万2千円

農林水産業費（2.1%）
10億2,232万円

議会費（0.7%）
3億1,955万2千円

その他（5.1%）
24億6,714万6千円

公債費（14.4%）
69億5,979万円

災害復旧費（2.6%）
12億6,150万円
教育費（9.1%）
44億2,311万2千円
消防費（4.7%）
22億7,285万5千円
土木費（7.3%）
35億3,427万7千円
商工費（4.1%）
19億7,474万8千円

※その他は、諸支出金、予備費です。

何

ど

の費用なの？（性質別）

んなことに使われてる？
（目的別）

問財政課 (■■TEL 0848-67-6028 FAX 0848-67-6199）

1とき　2 ところ 3 内容　4 出演　5 対象　6 資格　7 定員　8 料金　9 用意する物　A 申し込み･先　B 問い合わせ先　D 電話番号　F FAX　C ホームページ 23 ● 広報みはら／令和4年4月号 ●
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1
子育て支援

女性活躍

2
コロナ克服
新時代開拓

3
デジタル化

の推進

子育て支援
女性活躍
7.1億円

1

納得感とワクワク感を持て
るまちづくりに向けて!

コロナ克服
新時代開拓

5.8億円

2

感染症拡大防止と「ウィズコロナ」下
での社会経済活動の両立に向けて!

就職意欲のある女性
のためのワークスクー
ルや、多様な働き方の
理解と環境を整えるた
めの企業向けセミナー
などを開催

関係人口の創出や移住定住の促進に取り組むため、
デジタル広告の配信や、PR効果の測定･分析などを実施

ウェブ上に掲載されている市内のイベント情報を人
工知能(AI)で収集･選定し、専用サイトに集約し発信

児童館ラフラフに、育児相談や保護者同士の交流、イベント
がオンラインで実施できる体制を整備

放課後児童クラブでの感染防止を図るため、クラブ内に換
気機能を搭載した空調設備を整備

デジタル活用を推進するため、放課後児童クラブや公民館
などの公共施設、避難所の一部にW

ワイファイ
i-Fiを整備

事業者の売上増進や集客促進を目的に、商工団体
などが取り組む事業費の一部を支援(関連9ページ)

久井地域と大和地域に、誰もが共に遊べる複合遊具
を設置

●遊具整備事業（インクルーシブ遊具設置）

2,000万円

特別支援介助員を12人増員し、誰一人取り残すこと
のない教育現場を実現

●学習支援事業（特別支援介助員の拡充）

2,505万円

●女性活躍支援事業

286万円

●デジタルマーケティング事業

●イベント情報集約事業

500万円

147万円

●児童館「ラフラフ」リモート相談体制等整備事業

●放課後児童クラブの換気・空調機能強化事業 

4,000万円

2,000万円 1億円

70万円

●公衆無線L
ラン

AN整備事業 ●地域経済活性化提案補助事業

子育て世帯に使いやすい制度となるよう、ファミリー・
サポート・センターの機能を強化

●ファミリー・サポート・センター事業

828万円

幼稚園・保育園などに新たに就労する人に就労奨励金を
交付。移住者で、これらと医療、介護、福祉の仕事に新た
に就労する人には引越し費用や家賃などの支援金も交付

●就労・移住定住支援事業費補助事業

660万円

中学生を対象に、学校の部活動に無いまたは少ない競
技を、学校外で行える場を提供（関連22ページ）

●スポーツやりたいけん事業

66万円

不妊・不育で悩む人の、検査費や治療費などの一部を助成
●不妊・不育治療費等補助

950万円

女性のライフステージに沿った月経･不妊･妊活などの個別
相談や情報提供をL

ラ イ ン
INEで実施

●妊活サポート事業

111万円

子育て支援施策

女性活躍施策

婚活・母子保健施策関係人口の創出

業務手順を見直し、デジタル化により効率･付加価値を
高める取り組みを全庁的に展開

●デジタル業務改革推進事業

495万円

行政運営の効率化

市の窓口での手続きの利便性を高めるため、書類手続き
のオンライン化と支払いのキャッシュレス化を推進

●行政手続きデジタル化事業

602万円

市民サービスの向上

事業活動への支援

市民生活への支援

感染症拡大防止対策

ニューノーマル・アフターコロナに向けた対策

デジタル化
の推進
4.4億円

3

誰一人取り残さない「デジタルファ
ースト宣言」の理念をカタチに！

ステップ
ア ッ プ
予 算YOSAN

01

み ら い 子 育 て

※イメージ図

の 特 長
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高める取り組みを全庁的に展開

●デジタル業務改革推進事業

495万円

行政運営の効率化

市の窓口での手続きの利便性を高めるため、書類手続き
のオンライン化と支払いのキャッシュレス化を推進

●行政手続きデジタル化事業

602万円

市民サービスの向上

事業活動への支援

市民生活への支援

感染症拡大防止対策

ニューノーマル・アフターコロナに向けた対策

デジタル化
の推進
4.4億円

3

誰一人取り残さない「デジタルファ
ースト宣言」の理念をカタチに！

ステップ
ア ッ プ
予 算YOSAN

01

み ら い 子 育 て

※イメージ図

の 特 長
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【地域づくり活動の活性化】

【教育環境の整備･充実】

【健康づくりの推進】

【中心市街地の活性化】

【消防・救急体制の整備】

【持続可能な地域公共交通網の形成】

【環境保全と低炭素まちづくりの推進】

【起業・経営・就労の支援】

【農林水産業の担い手育成と生産振興】

【子ども・子育て支援の充実】

【文化･芸術の振興】 【スポーツの推進】

【人権教育･啓発の推進】

計画の
実現に
向けて

【戦略的・効果的な情報発信】

市民や企業、市が一体となった、三原の魅力づくりや情報発信に加え、
今後のシティプロモーションの取り組みをけん引する人材･団体を育成

●シティプロモーション推進事業

1,006万円

アフターコロナに向けた地域での話し合いやその機会創出の支援のために、住民
組織にアドバイザーなどを派遣

設計：西小学校、宮浦中学校、第三中学校
改修工事：糸崎小学校、本郷中学校

支援者へのアンケートにより、ひきこもり状
態にある人のニーズを把握。相談窓口の周知や
支援者への研修会を行い、支援体制を整備

西国街道・本町地区の建築物や門、看板などの
修景工事費の一部補助や、空き家相談員の養成講
座などを実施

消防団の活動拠点となる屯所・格納庫を充実させるた
め、機能の向上と消防団の将来を見据えた施設の統合整備

三原地域のコミュニティ交通の導入を検討するため、運転免許
の有無や移動方法、導入希望などについて、アンケートを実施

家庭用蓄電池システム・宅配ボックスなどの設置費用や、中
小事業者の省エネ最適化診断の受診費用の一部を補助

市内事業者が新たな事業分野で開発した新商品・新サービスを市が
認定し、販売促進や販路開拓を支援(関連9ページ)

農業所得の向上に向けて、施設整備費･資材購
入費の補助や、スマート農業への取り組みを支援

ひとり親が養育費を確保するための公正証書の作成費用や、保証
会社との養育費保証契約に必要な経費の一部を補助

家族の介護などを行う子どもたちの実態把握と、早期発見･支援に
つなげるための福祉・医療･教育機関などの関係者への研修を実施

ポポロの令和5年度上半期の改修に向
け、資材調達などの準備に着手

自転車ロードレースのプロチームと協力し
て、自然を感じながら自転車を楽しむことが
できるイベントを開催

手話が言語の一つであることへの理解を広め、手話
での情報提供や意思疎通が増えるように条例を整備

障害によりコミュニケーションの支援を必要と
する人が、いつでも自由に情報を受け取り、誰に
でも情報を発信できるように条例を整備

●地域活動アドバイザーの派遣

●学校施設長寿命化事業

●ひきこもり支援事業

●魅力あるまちなみづくり事業

●消防団屯所等再配置事業

●コミュニティ交通導入調査事業

●脱炭素社会推進事業

●トライアル発注認定制度

●振興作物生産拡大事業

●ひとり親家庭養育費確保事業

●ヤングケアラー支援体制整備事業

●芸術文化センター長寿命化事業 ●ファンライドみはら事業

●手話言語条例制定事業

●情報コミュニケーション条例制定事業

60万円

小学校　2億1,680万円
中学校　3億490万円

10万円

4,200万円

1億8,680万円

120万円

655万円

100万円

484万円

80万円

15万円

三原中央方面隊
屯所統合整備
イメージ

4億900万円
（令和5年度と合わせて10億3,000万円） 72万円

5万円

12万円

長期
総合計画

Long-term comprehensive plan

新しい三原をつくる協働のまち1

地域の文化と多様な人材を育むまち2

多様な産業と多彩な交流による活力あるまち3

健やかに暮らせる人に優しいまち4

安心して快適・安全に住み続けられるまち5

ステップ
ア ッ プ
予 算YOSAN

02

み ら い 子 育 て

子どもたちが子どもらしくいられるまちへ。

～ヤングケアラーを支える社会をめざして～

中部分団屯所

本町一丁目

東部分団屯所

東町二丁目

南部分団屯所

皆実五丁目

頼兼格納庫

頼兼一丁目

西部分団屯所

宮浦二丁目

西野分団屯所

西野二丁目

西宮格納庫

西宮二丁目

移転地
旧南小学校
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【健康づくりの推進】

【中心市街地の活性化】

【消防・救急体制の整備】

【持続可能な地域公共交通網の形成】

【環境保全と低炭素まちづくりの推進】

【起業・経営・就労の支援】

【農林水産業の担い手育成と生産振興】

【子ども・子育て支援の充実】

【文化･芸術の振興】 【スポーツの推進】

【人権教育･啓発の推進】

計画の
実現に
向けて

【戦略的・効果的な情報発信】

市民や企業、市が一体となった、三原の魅力づくりや情報発信に加え、
今後のシティプロモーションの取り組みをけん引する人材･団体を育成

●シティプロモーション推進事業

1,006万円

アフターコロナに向けた地域での話し合いやその機会創出の支援のために、住民
組織にアドバイザーなどを派遣

設計：西小学校、宮浦中学校、第三中学校
改修工事：糸崎小学校、本郷中学校

支援者へのアンケートにより、ひきこもり状
態にある人のニーズを把握。相談窓口の周知や
支援者への研修会を行い、支援体制を整備

西国街道・本町地区の建築物や門、看板などの
修景工事費の一部補助や、空き家相談員の養成講
座などを実施

消防団の活動拠点となる屯所・格納庫を充実させるた
め、機能の向上と消防団の将来を見据えた施設の統合整備

三原地域のコミュニティ交通の導入を検討するため、運転免許
の有無や移動方法、導入希望などについて、アンケートを実施

家庭用蓄電池システム・宅配ボックスなどの設置費用や、中
小事業者の省エネ最適化診断の受診費用の一部を補助

市内事業者が新たな事業分野で開発した新商品・新サービスを市が
認定し、販売促進や販路開拓を支援(関連9ページ)

農業所得の向上に向けて、施設整備費･資材購
入費の補助や、スマート農業への取り組みを支援

ひとり親が養育費を確保するための公正証書の作成費用や、保証
会社との養育費保証契約に必要な経費の一部を補助

家族の介護などを行う子どもたちの実態把握と、早期発見･支援に
つなげるための福祉・医療･教育機関などの関係者への研修を実施

ポポロの令和5年度上半期の改修に向
け、資材調達などの準備に着手

自転車ロードレースのプロチームと協力し
て、自然を感じながら自転車を楽しむことが
できるイベントを開催

手話が言語の一つであることへの理解を広め、手話
での情報提供や意思疎通が増えるように条例を整備

障害によりコミュニケーションの支援を必要と
する人が、いつでも自由に情報を受け取り、誰に
でも情報を発信できるように条例を整備

●地域活動アドバイザーの派遣

●学校施設長寿命化事業

●ひきこもり支援事業

●魅力あるまちなみづくり事業

●消防団屯所等再配置事業

●コミュニティ交通導入調査事業

●脱炭素社会推進事業

●トライアル発注認定制度

●振興作物生産拡大事業

●ひとり親家庭養育費確保事業

●ヤングケアラー支援体制整備事業

●芸術文化センター長寿命化事業 ●ファンライドみはら事業

●手話言語条例制定事業

●情報コミュニケーション条例制定事業

60万円

小学校　2億1,680万円
中学校　3億490万円

10万円

4,200万円

1億8,680万円
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三原中央方面隊
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4億900万円
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Long-term comprehensive plan

新しい三原をつくる協働のまち1

地域の文化と多様な人材を育むまち2

多様な産業と多彩な交流による活力あるまち3

健やかに暮らせる人に優しいまち4
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～ヤングケアラーを支える社会をめざして～
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東町二丁目
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